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近距離空電波形の研究(第6報)

空電波形とその成分周波数民関する観測結果

石川晴治 高木増美 竹内利雄

1. '*えがき

さを電波形の立ち上りの部分に含まれる高周波成分に

ついては誘導乃至放射電界に対応する高周波のパルス

の形で，雷放疋全体を考えた時の大規綾なスト リー

マーのEめきに対応ずる低周波の波形に顕著に重って現
わ礼るものと，静電界の単純な急し曲んな変化の中に

このパルス性の波が呑まれて了った様な形で現われる

ものとがその両僅端として考えられる.前者は静電界

変化が顕著に記録される事の少ない50km以上離れ

た源からの空電波形に著しく現われ，後者は観側点か

ら30km以内に顕著な習が発生して居る時に見られ

・るわけであるが，遠距離伝婚の空電波形に含まれて震

る高周波成分が空電波形の裂によりどの織に相異を示

すか，叉近官の波形に現われる急し陪んな静電界の立

ち上り部分にどの程度の高周波が著しく含まれて居る

か等を調べて見た結果について述べる.

11.観測方法

この目的に用いた波形記録装置の波形増幅訴は広帯

主主でl00c-l00kcの範囲で平な周波数特性を持って

居るが，記録動作を起動するに必要な空電入力の増幅

は切換によって100c-1∞kcに渉り平な周波数特性
を有する前記の増幅苦言(以下において W.B.と記すれ

及び夫々 0.1 MC. 1 MC. 10 MCに向調した増幅恭

t帯援幅は約10kc)を随時用いる事ができる様にして

ある.従ってこれ等周波数成分の強度の大きい空電入

力があった場合その周波数に対する入力で記録の動作

が開始され.W.B.増幅器で増幅された歪のない空電

波形がC.R.T.後光面上に現われ写真記録されるわけ

である・勿論数多い記録の中には起動車力作の原動力と

なる空電と奨際記録される空電が全〈無関係な別の放

電から起った二つの別の空電である可能性もあるが，

それは双方の空電出現時刻の同時性を考えに入れると

極度に速くない源からの笠竜に対講を限定する場合む

しろこの様な事はすくないと考えてよかろう.観測記

録ηとり方については我身の波形記録装置は1合しか

ないので，波形記録包動用滑幅訴の同調周波数を数分

毎に切換え，大略同時刻における空電を各同調周波数

成分に相当する空電入カで・起動した記録を得る様にし

これ等同時刻の波形を比較することとした.

111.観測結果

A. 0.1 MC帯に馨しい周波数成分を持った波形.

比脚。遠距緩伝熔の場合として観測点から雷雨迄の箆

隊がl00-200kmの程度か或は200km以上高離れて

居り，少なくとも 1∞km以内の地点には発留の報告
がない比較的静穏な日に.W.B.及びO.lMCで記録

の起動を行いW.B.増幅器で増幅した波形の記録を

とった.第1図はこの時得られた波形を次に述べる 3

穏の裂に分類し起動周波数毎にその出現数百分率を求

め，起動周波数を変更した事による影響が各波裂の出

現数百分率に現われるが否かを調べたものである.

波型としては波形を全体として見たときの周波数

が低い主放電型及びこれに近い性質の波から成り立っ

て居る夜間の電離厨反射型の波形(13)(14)を含めた低

周波型と，顕著な放射電界パルスヵ:緩慢な静電界変化

に置なって現われる先駆放電型 (13，. とか雷雲中の放
電に対応すると思われる雲放電型 13)等を含めたパPレ

ス性の高周波書自及びそのいずれにも属さない中間的性

質の波形の三つに分類した.第1図の A.Bは夫h

W.B.及びO.lMCの場合の波型別の出現数百分率を

各観測毎について求めて表わしたものでおる.すなわ

ち同一観測番号に対応する A図及びB図の値は夫々

相前後して続〈同一時刻jの観測により得られた波形に

ついての波型別の出現百分率で，例えば1番目の観測

について考えると先ずW.B.起動で波形記録を若干時

間行った所その中低周波型車:73%高周波型が18%.

分類不能の波形が9%含まれて居れ続いて行われた

O.lMC起動の若干持聞の観測の結果その中低周波型

が9%.高周波型が55%.分類不能の波形が36%含ま

れて居る事を示す.一般的に云って大体同じ時刻に鋭

i則される空電波形は相似通ったものが多〈現われる事

は観測事実として経験されるし，叉空電源をなす雷雨

中における雷放還の有犠は時刻が長近して居れば大体
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同調周波数を変えて波形起動を行った時

の各空電波型の出現数百分率・

A. W.B.起動の場合

B. O.lMC起動の場合

同じである事も近習の場合雷放竜に伴う静電界変化か

ら推定される・従って問じ時刻に W.B.及び0.1MC 

起動で記録をとる場合，どの波形もO.lMCの周波数

をその成分として顕著に含んで居れば荻特定な波塑が

出現する割合はW.B.でもO.lMCでも大体同じ事が多

< ，叉或特定な型の波形が0.1MCの周波数成分を顕
著に含まなければその波型の出現する割合は0.1MC 

起動の場合著しく少なくなる筈である.従って観測の

資挙撒及 び回数共に充分多ければW.B.とO.lMC

起動の二つの場合における特定の波型の出現数百分

率を観測番号毎に図に表わせば， これを比較する事

により或程度原空電波形に含まれる周波数成分につ

いて推定が出来る.第 1図を見ると低周波型の場合

も高周波型の場合も共にW.B.起動と 0.1MC起iilJで
出現数百分率折線は大国各平行的な関係にあり， W.B. 

走量動で数多〈出現する波形は時刻が同じであれば0.1

MC起動でも多数出現する事がわかる.この事は既

述の様に空電源迄の距離が100-200km或はそオ叫共

上ではあるが何千粁 と云う程極度に遠距離ではない

と恩われる空電波形では高周波裂の波形は勿論低周

波型(主放電型及び電灘間反射型)の波形も大路 0.1

MC程度の周波数成分を顕著に持つ事を示して居る.

叉 100km以上の伝熔距離があれば君放電に伴う静電

界の急変化の影響は充分消失して震る答であるから，

このO.lMCの周波数は誘導乃至放射電界に対応する

急し曲んなパルス性の波の形で緩慢な変化の上に重な

り，この時記録された様な波形が形成されたものと思

われる.第2図に上に述べた観測の時得られた空電波

形の中から奥形的なものを選んで掲げる.図中A及び

A'は夫身W.B.及びO.lMC起!!9Jの罫放忍と思われる

パルスの繰返えしよ り成る波形で観測点から 170km

の地点に唯ー伺の雷雨が報告されて居る lO時頃互に

約13分を隔てて記録されたもので， この日は前記の

他には時刻の明瞭に綴れて居る他の二つの孤立した雷

しか報符がない.パルスの鋭さが可成り弱ま って居る

点及び前記170kmの地点におけるものがその時刻に

おいては唯一つの報告されて居る雷雨で守ある他は少な

くとも 200km以内には雷雨の報告がない点から考え

ると，この波形の源はおそら<200 km以上の遠方に

あるであろう(この点については(H)の図 3，4を参照

されたい).この事から放射電界パPレスはそれが充分

強大であれば200km以上伝癒しても街顕著なO.lMC

程度のj舟波数成分を含んで居る事がわかる・同図B，
B'は夫々 W.B.及びO.lMC起動によ り16時頃互に

8分を隔てて記録された波形で， OI政務待刻が18時以

前で夜間の電波庖反射型が現われる時刻以前である事

及び波形記録装置の増幅利得が20dbに押えられてい

た事より考えて，この波形は主放電製に属すると考え

てよい事は間違いないであろう .命 これ等波形が記

録された日は全〈静穏で発雷の報告は少なくとも 2∞
km以内には全く存在して居ないから図に掲げた波形

も200km以上の庖搬を伝絡して来たものと思われる.

然し小さな脈動が僅かであるが残って居て全〈滑らか

な滋鱈摂動と云うわけではないから極端に速方から来

たものではないであろう (15)以上の理事から主放電型

の主主電も 200km以上伝帰しても矢張り 0.1MCの周

波数成分を少な〈ともその立ち上りの部分においては
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観測点から 100km以内に雷雨報告の無いi時刻における空電波形

A. W.8.起動の高周波型(雲放電類似)空電波形 A'. O.IMC起動の高I~J波型(雲放電類似)空電波形
B. W.8. 起動の低周波型(主放電)~電波形 B'.O.IMC起動の低周波型(主放電)空電波形

C. W.8.起動の低周波型(夜間の電磁庖反射)空電波形 O.O.IMC起動の低周波型{夜間の電離層反射)空電
波形

顕著に持って居る事がわかる.図の C及び O~主夫々 波数成分を含んで居ることがうかがわれる.

W.B.及びO.1MC包動で夜間22時頃互に15分程離 次に近雷で観測点から空電源迄の距離が50km以

れて記録されたもので，この日は14-18時にかけて 内の湯合になると静電界の影響カ著しく大きくなって

近歯が多数見られたが21-221専になると 2∞k加以 来るので，それより周波数の高い前顎で述べた機な小

内に雷雨の報告が全〈見当らないので，これ等二つの さい変化はこの大きい静電界変化の中に呑まれて了

空忍波形の伝鰭距離は共に少なくも 2∞km以上と考 ぃ，前項に述べた様な明確な波形の分類を行う事が困
えられる.叉波形は甚だ特制。な夜間電難問反射型の 難となる.そこでこの場合は波形記録の起動が静電界

線相を示して居るので記録が時刻22時である事と考 の急し申んな変化によって始まったか裁はパルス性の波

え合せて顕著な電厳層反射を経て居る事~'1明らかであ によって始まったかにより，波形の頭部に顕著に含ま

る.図から明らかな様に高周波成分は可成りの程度迄 れる周波委主成分について考えて見る事にする.然しこ

消失して居る様に見受けられるがこの場合も矢張り の場合に相当する波形はその記録を得るのに適当し

O.1MCで起動して居るからこの裂の波形も少なくと た発雷の機会が少ないので資料の数も未だ僅かしか

もその立ち上りの部分においては顕著にO.lMCの周 ない.従って此所では唯その数例について述ベるだけ
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第 1表

起動周波数 I静急変(化電96起)醐界，周パ波ル{起9ス6動性)向I分類(;'不0能
W.B. 20 60 20 

0.1 MC 17 83 。
に止め度ぃ.2お1表は観測地点から 50km以内の地
点に現われた雷雨中の波形を犬々 W.B.及び O.lMC

の起理由で相li日後して記録した資料を用い各特定な波

型の出現数百分率を求めたもので波形の型としては立

ち上り部分を除けば州波数の著しく低い静電界急変

化に対応する俗電界急変化型と，記録された限りにお

いてはこの織に著しく大きな静電界急変化が認められ

ないで， "佳パルス性高周波群が緩慢な小さい静亙界変

化にm:なって形成されて居る波形に分類した.昨年度

の雷観測結采によると前者は主として対地放屯及び急

激な雷雲中の放電，後者は主として雷雲中の緩4愛な放
m過稜に対応するものと考えられる (2) この場合も遠
距緩密の時と同じ様に W.B.と0.1MC起動であまり

大きい差異は認められない.この事はパルス佐波形の

場合には当然のl)l:で・あるが，他方静電界の急変化によ

りW.B.もO.lMCも同じ様に起動がかかると云う事

は波形fie録装置に過度現象的欠点が無いものとすれば

静立界の念、し由んな階段的過渡的変化の部分に 0.1

MCの周波書主成分が可成り顕著に含まれて居る事を示

して居るもので，例えばもJt也放志波形のreturnstroke 
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観測点迄の距離が10-20kmの雲放電

に伴う急し申んな静穏界変化型空電波形

A: W.B.起動 B: O.lMC起動

に相当する部分の立ち上り部分にはO.lMCの周波

数成分が著しく含まれて震る事になる・これは急し地

んな立ち上り部分を持つ雷雲中の放苫についても同1畿
である.第1表を得るに用いた雷波形は静電気力来計

との同時観測により大部分が雷雲中における放遣であ

るll.~がわかって居るから，同表中静電界急変化型とし

て分類したものの中には少数の対地放電と共に多数の

官察中における比較的急しゅんな静竜界変化を示す放

'i11が含まれて居る容で，この点から考えても~放itîに

伴う急し曲んな静電界家化の部分も O.lMCの周波数

成分を顕著に持つと云う事i主明らかである.第3図に

この時記録された静電界急変化でー起動が開始された雲

放電波形の例を示す.Aは W.B.起動，B''10.1MC 

起動で放IlI，~からの距雛は 10-20kmと推定される.

B. 1 MC常に著しい舟波数成分を符った波形.

lMC起動と W.B.起動の比較はO.lMCの時に比ペ

て観測の資料品:更に少ないので結論的な事はまだ何も

云えないが一寸触れておく事とする.第2表は観測点

から 200km以内に雷雨の報告がない夜間22時附近

の観測より得られた結果で W.B.，lMC起動の双方の

記録共25分間に記録されたものであるから，到来笠

'i1r波形群の性質は二つの場合共大略同じであると見倣

してよい.これは今問題として居る波形記録わ前後の

第 2表

l高周波小パル天成高周波小パルス成
起動問波数 |分ヵ:顕著に含ままi)j-n;顕著に含まれ

lて居ない波形(%)て居る波形 (%) 

W.B. I 73 I 

1 MC I 67 I 

27 

33 

時刻に得られた被形若手方、、ずれも殆ど全部夜間の電離

層反射型に入るものである事からも断定する事が出来

る.

第2表から明らかな事は時刻が大体同じで空電波形

群の性質が大体同じと考えられるこの観測jにおいて

は， W.B.起動の時でもlMC起動ゎ時でも波形に駅

務に高周波小パルスが重なっていると否とにかかわら

ず， 同じ程度に起動がかかり波形記録がなされると云

号事である.従って 200km以上の伝婿距離の場合で

あっても夜間の電離層反射型波形は小パルスが顕著に

重なっていると否とにかかわらず，少なくともその立

ち上り部分においては低周波から lMC位迄の広い周

波幣にわたって慈しい成分を持って居る事がわかる.

倫同表に見られる小さい数値の相異が何等かの意味を

持って居るものとすれば，ノj、パルスが顕著に含まれて
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観測点から200km以内には雷雨報告が

ない時刻(夜間)における高周波小パルス

成分の少ない電離回反射型空電波形及び

先駆放電型空電波形

A: (W.B.起動) 電離層反射型
B: (lMC起動) 11 

C: (lMC起動)先駆放電型

E去る波形は1M成分が稿、優勢，小パルスヵ:顕著でな

いものは 1M成分は稽、劣勢である傾向が結論される

が資料数が少ないので何とも云えない.第4図にこの

待の観測で得られた空電波形の例を掲げておく .A及

びBは殆ど全部を占めて居る電離層反射型の代表的な

もので小パルスの軍なりの少ない場合の波形を選んだ

ものである.図からわかる様に電離層反射型の波形は

全体的に見ると低周波成分が優勢であるが， 立ち上り

の部分は可成りパルス性の鋭い波が重なって居るので

lMCでも起動古:起る・Cは岡崎爽jに得られた1MC起

動の先駆放電型波形でパルス性の波の集合であるから

lMC辺の周波数成分を含んでいるのは当然である.

次に観測点から 80-150kmの範囲に顕著な列立的

移動雷雨があった時刻jにおける雷波形について考えて

見る.第3表はこの21-22時・の雷雨の特に得られた

記録を集計したもので空電源迄の距離が前よ り近く

なって居るので顕著なパルスを多数伴う高周波型の波

形が必ど大部分を占めて居るが，明瞭に滑らかな主放

起動周波数

W.B. 

1MC 
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第 3表

|明|高坊型「ヂ
電型に類する低周波型のものも W.B.起動の場合若

干現われて居る. これに反してこの様な波形は1MC

起動の場合には波形記録装置の培綴利得は同じである

のにも拘らず現われていない.この事がもし意味を

持って居るとすればパルス成分の殆どよく除かれた低

周波型の波形は 1MCの様な高周波数成分を波形のど

の部分にも含まない事を意味して居る・この時 W.B.

起動で記録された低周波主放電型波形は第5図Aに

掲げる通りでこの時の低周波型の波形はいずれも可成

り滑らかになって居り振幅も小さ<2V/m穆度に過

ぎないからこの波形はおそら<80-150 kmの雷雨と

は関係ないであろう.

叉空電源迄の距離が8O-150kmで比較的近〈可成

り顕著な烈しい留であった為か高周波型として分類し

.たものの中には主放電型類似の波形に烈しいパルスが

多数意な ったと思われるもの も含まれて居るの~'. こ

の分類に入れたものの中には先駆放電の外烈しいパル

スの多数?をなって居る主放電に対応するものも若干含

まれて居る織に恩われる・第5函8，B'には失身いず

れも 1MCで起動した先駆放電乃至雲放穏に由来する

と恩われる高周波型波形と著しいパルスの置なった主

放電類似の放軍に対応すると恩われる高周波型の空電

波形を示したが.B'は或は全く別の先駆放電と主

放電が同時に起りこれが記録されたものかも知れな

い (16)分類不能の波形及び高周波型の波形の中の若

干のものは静電界の急変イt類似の変化で1MC及び
W.B.で起動の起ったものが認められる・これ等は電

源から来る低周波妨密雑音が可成り大きい時に得られ

たものであるのでその妨筈雑音によるものであるか，

叉は言葉際静電界の急変化が空電波形の一部にあってこ

れがW.B.から1MCに至る広い周波数成分を持って

居るものか目下の所不明である・第5凶Cには 1MC

で起動した静苫界急変化に対応すると思われる変化を

持つ波形を示す.

震雨/J;更に近距離で観測点から 50km以内に何個

かの発信がある機な時には1MC起動でも容易に波形

記録を得る事が出来る.この場合は波形記録装置の増

幅利得を極度に絞る必要があるので波形だけから対地

放電か雲放電かを分類する事は会〈困難で官鳴や信光

と共に静電界急変化丞の測定の補助を借りなければな
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第 5図
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観測点から80-150kmの顕著な孤立的

移動a雨の際記録された空電波形
A:侭周波型(主放電類似)波形 (W.B.起動)
B:高問波型(先駆放電類似}波形 (lMC起動)
B':高周波型(主放電類似1，)波形 (lMC起動)
C:静電界急変化波形 (lMC起動}

らない.此所で既に近雷につき O.lMC起動の項で

行ったと同様，波形記録わ上で立ち上り頭部における

顕著な急しゅんな階段的静電界の変化により起動した

と考えられるものと.静電界成分が著し〈な〈鋭いパ

.'1〆スで起動したと忠われるものとに分類した結果を第

H受に示す.表に用いた資料は勿論同じ雷雨について

約40分間連続観測しt.こ時のものであって lMC起動

第 4表

起動舟波数 |静電界常化起司

I :: I 
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56 

パルス起動
0'6") 

W.B. 

lMC 

でも静電界急変化起動車:百1成り見られる事は注目すべ

きである・この資料の中には雷鳴を伴った女、持色放電も

若干含まれて居る故，委事也放電の returnstrokeに伴

号静電界の階段的立ち上り部分には波形記録装置に欠

点がなければlOKCから少な〈もlMC迄の広い周

波数符に渉って顕著な成分を含んで居る事がI佐定され

る.次に静電界起lWJのものはlMCの場合 W.B.の時

より出現百分率が少なく ，パルス起動のものでは逆に

lMCの協合はW.B.のi時よりそれが多くなって居る

事から考えて，静疋界の急変化の中にはlMC迄問波

数範囲が拡がって居ないものもある様に考えられる

が，この点は観測の方法にも問題があるし文(ffJ分資料

数が少ないので断定は出来ない.第6図はこの観測の

際得られた波形で，AはlMCの静電界急変化起動と

思われる波形，Bは同じく lMCのパルス起動と思わ

れる波形である.倫これに対応.tるW.B.起動の波形

は図に掲げたlMC起動のものと大同小異であるから

省略した.

第 6図
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次に lMC起動乃醤波形の他の例として観測点から

約20kmの地点附近に現われた雷放電について述べ

る・この時は静電1f.変化と雷波形との同時観測が行わ

れて居るの.t:その放電が対地放電でなく雲放遣である

事は確実である.第5表はこの時lMC起動で得られ

た波形記録につき起動車:静電界的に起って居るかパル

ス的に起って居るかを前と同様出現百分率にして調べ

たもので，この時は雲放電の期請が短かかったので



第 5表

起動周波数戸樗司

1MC I 50 I 

パルス起動
(%) 

50 

W.B.起動の記録は得られて居ない.従って直接lMC

起動と W.B.起動との比較をする事は出来ないが雲放

電の場合でも可成り静電界の急変化を伴うものがあっ

てその部分には可成り lMC ~付近の周波数成分が含ま

れている事がわかる.第7図Aはこの略得られた1

MC起動の波形で静電界急変化起動と，雷、われるもの，

Bは同じくパルス性包動のものを示す.このごつの波

形は殆ど同時に記録されて居るからBの前半部に見ら

れる様なパルスに重なって居る階段的な静電界急変化

様なものが単独に顕著に起れば波形記録には立ち上り

の遅れがあるから同~A の様な波形が記録される筈

である.従って雲放電に伴う波形に現われる静電界急

変化には著し〈急し噛んでパルス性の放射電界を可nt
り強〈発生するものがるる様に思われる.

C. 10MC街に著しい周波数成分を持った波形.

10MCに著しい周波数成分を持つ空電を静穏時に記

録する事は空電入力が小さ〈雑音妨容が多いので相当

殴難を伴う様で，観測点をよく選定しないと測定が出

来ない様に思われる.然し近接1也点に雷雨が発生して

第 7図
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観測点から約20kmの地点に発生した
雷雨の際得られた顕著な lMC起動の雲

放電波形

A:静電9f.急変化の著しい波形
B:パルスの著しい波形
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居る時期においては10MCの雷波形入力も大きいの

でこの周波数における観測も比較的容易な答である

が，昨夏用意した波形記録起動に用いる 10MCの同

調型受信器は増樋度が充分でない為か数多くの波形を

記録する事が出来なかった.第 8図に観測点から 25

km以内の地点に数個の発習が起って居る時刻jに得ら

れた10MC起動の波形記録の1例を示す.他のもの

も大体これと同じ波形であって，もしこれが空電であ

れば単純パルス起動の波形と思われるが，この記録が

得られた時刻の前後に夫々 1MC及び0.1MC起動で

第 8図
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観測点から 25km以内の距離に数箇所
発欝中に得られた10MC起動の空電波形

記録された空電波形はいずれも明瞭な雷波形で顕著に

静電界変化成分が認められるのと比較して考えると，

第8図の場合は静電界成分を殆ど持って居ない事及び

波形が全〈変化を示して居ない点勺著しい相違があ

る.従ってこれは雷放電に対応するものでなく何か他

の測定を妨害する単純パルス性雑音波形であるかも知

れないが資料が少ないのでよくわからない.

IV.総括

以上観測の給果をまとめて見ると空電波形の型とそ

れに含まれる周波数成分について次に述べる様な関連

がある事が推定される.

( 1)対地放電の returnstrokeは10KC， 1ωKC， 

lMCのいずれの周波数成分をも頗る顕著にもって居

る.しかも放電点からの距離が相当遠く少なくとも

200km遠方になっても 10KC-1MCの聞の範囲で

顕著な周証書数成分を持ち大体連続スベグ トルを示すも

のと怠われる.然しこの伝播距離で周波数成分帯が

10MC迄これが延びて居るか否かはよ〈わからない.

(2)夜間の電磁層反射型の波形も割合遠方，少なく

とも 200km以上の所から来るものでーも (遠い場合は

1∞Okm以上になる事もあるであろう)立ち上りの部
分には1MC位の成分が含まれて居る事がわかった.

勿論この波形はO.1MCでも起動がかかるから(1)と

同じ様に夜間可成り遠方から来ると思われる電離層反

射型の波形は10KC-1MCの広い周波数帯範囲に渉
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句大体連続周波数スペグトルを持つも のと考えられ

る.

(3)雲放電に対応する波形は元来無秩序に起るパル

ス的な波が緩慢な静電界変化に乗ったものであるの

で，この波形の持つ周波数スベグトルは勿論10KC

辺から少なくとも lMC迄は連続的であり，おそらく

は10MCに這拡がって居るであろ号が現在の所では

1MC以上の事はよくわからない.

(4)雷放電点から観測点迄の距離が50km以下に

なると静電界変化が密波形の上で優勢に現われるが，

対地放唱のreturnstrokeに相当する静電界急変化の

部分にも，叉雲放電波形にパルスに重なって時折見ら

れる静電界の割合急し申んな変化にも 1MC程度迄の

高周波成分が含まれて居ると推定される観測事実古可尋

られた.

(5)伝熔距離8O-150kmの震波形で時折1MCで

静電界急変化に似た変化の部分で起動がかかって居る

ものが得られたがこの様な静電界急変化に似た変化は

遠距離伝婚の空電波形に現われる slowtailと同じ段

に可成りの距離を伝矯しても消失せずに残って行くも

のと恩われる.

(6)充分遠距離を伝持書した為によく平滑化された主

放電製乃至部分放電型波形は平滑度のより悪いものに

比べて高周波成分を含む事が少なくなるので，周波数

成分の高周波分は後弱となり，下はlOKC位の低周

波から上は1MCに歪tlる迄の広い帯壌に渉る事はない

様である.
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